
 

平
成
尺
八
塾
で
は
、
会
の
演
奏
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
訪
問
活
動
に
理
解
を
し
て
い

た
だ
け
る
方
に
、
賛
助
会
員
と
し
て
援
助

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

賛
助
年
会
費 

一
口 

一
〇
〇
〇
円
か
ら 

会
員
の
皆
様
に
は
、 

発
行
の
度
に
新
聞
を
お
届
け
し
ま
す
。 

定
期
演
奏
会
に
ご
招
待
い
た
し
ま
す
。 

郵
便
振
替 

口
座
記
号
番
号 

00180-0-322563
 

加
入
者
名 

平
成
尺
八
塾
鳳
竹
会 

平
成
尺
八
塾
で
は
、
尺
八
の
演
奏
を
愛
好

す
る
方
々
が
集
ま
っ
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

艶
歌
、
歌
謡
曲
、
童
謡
、
唱
歌
、
民
謡
な
ど

色
々
な
ジ
ャ
ン
ル
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。 

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
？
年
齢
？
音

痴
？
関
係
な
し
。
手
拍
子
が
打
て
れ
ば

O
K

で
す
よ
。
お
仲
間
募
集
中
。 

ね
！
き
い
て
聞
い
て
聞
い
て
～
！ 

今
年
度
も
調
布
市
が
文
化
庁
に
申
請
し
た
伝

統
文
化
遺
産
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
事
業

が
採
択
さ
れ
た
ん
で
す
っ
て
？
。 

 

そ
う
で
す
。
今
年
度
は
継
承
事
業
と
体
験

事
業
が
採
択
さ
れ
、
箏
体
験
２
事
業
、
い
け

ば
な
体
験
３
事
業
、
日
本
舞
踊
体
験
２
事

業
、
長
唄
三
味
線
が
２
事
業
、
か
る
た
体
験

１
事
業
、
尺
八
体
験
１
事
業
の
計
十
一
事
業

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
（
新
規
申
請
３
事
業

含
む
）
採
択
額
も
今
ま
で
の
最
高
額
に
及

び
、
伝
承
者
の
一
人
と
し
て
身
の
締
ま
る
思

い
で
す
。
（
調
布
市
伝
統
文
化
伝
承
事
業
推

進
の
会
代
表
門
傳
良
男
） 

   

 

そ
の
①
竹
の
ひ
び
きⅠ

Ⅱ

は
、

親
子
で
歌
い
継
ぐ
日
本
の
歌
百

選
か
ら
村
祭
り
、
里
の
秋
他
９

曲
を
演
奏
し
ま
す
。
懐
か
し
い

曲
を
竹
で
奏
で
ま
す
。 

そ
の
②
カ
ラ
オ
ケ
で
楽
し
む
竹

は
、
カ
ラ
オ
ケ
演
奏
に
乗
せ
て

吹
く
竹
は
、
乗
り
遅
れ
な
い
こ

と
が
大
事
で
す
。 

そ
の
③
民
謡
が
響
き
渡
り
ま

す
。
新
相
馬
節
と
南
部
牛
追
い

唄
で
東
北
を
し
の
び
ま
す
。 

そ
の
④
新
し
い
風
こ
れ
は
３
つ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。
一
つ

目
は
高
校
生
２
名
に
よ
る
宮
田

耕
八
朗
作
曲
尺
八
２
重
奏
曲

「五
月
の
う
た
」で
す
。 

二
つ
目
は
シ
ャ
ン
ソ
ン
で
す
。 

フ
ラ
ン
ス
の
民
謡
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン

グ
を
シ
ャ
ン
ソ
ン
グ
ル
ー
プ
が

歌
い
ま
す
。 

そ
し
て
三
つ
目
は
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス

と
の
コ
ラ
ボ
。
ダ
ン
ス
教
室
の
協

力
を
得
て
尺
八
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
す
。
体
が

楽
器
の
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
で
す
。 

 

今
年
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
合
奏
講
習
会
に
平
成

尺
八
塾
か
ら
四
名
参
加
！ 

五
月
に
山
梨
県
鳴
沢
村
で
行
わ
れ
た
合

奏
講
習
会
に
平
成
尺
八
塾
か
ら
四
名
参

加
し
、
藤
原
道
山
先
生
か
ら
直
接
吹
奏
法

な
ど
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
記
念
の
シ

ョ
ッ
ト
で
す
。
参
加
し
た
塾
生
か
ら
は
次

の 

  

粟
村
勝
と
ア
ワ
ズ
カ
ン
パ
ニ
ー

の
皆
さ
ん
の
足
さ
ば
き
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

そ
の
⑤
特
別
出
演
は
調
布
第
三

中
学
校
生
と
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
演
奏

で
す
。
中
学
校
の
尺
八
部
は
創

部
二
年
目
で
今
年
の
一
年
生
が

五
名
で
計
七
名
。
一
年
生
は
ま

だ
や
っ
と
音
が
出
た
ば
か
り
で

す
が
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
⑥
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
お
盆
に
各
地
域
で
開
か
れ
る

盆
踊
り
曲
を
取
り
入
れ
ま
す
。

盆
踊
り
は
、
先
祖
を
迎
え
る
行

事
で
、
地
域
ご
と
に
大
切
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
毎
回
追
悼

の
意
味
を
込
め
て
開
催
し
て
い

る
追
悼
の
態
度
を
、
唄
と
踊
り

と
で
表
し
た
い
と
考
え
、
一
祥

会
の
協
力
を
得
て
踊
り
を
取
り

入
れ
ま
し
た
。 

そ
の
⑦
都
山
流
尺
八
本
曲
を
二

曲
、
二
重
奏
「
紅
葉
」
と
独
奏
曲

｢

峰
の
月｣

を
演
奏
い
た
し
ま

す
。
詳
細
は
裏
面
に
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
掲
載
し
ま
し
た
。 

六
月
二
十
三
日(

日)

に
横
浜
市
港

北
区
横
溝
屋
敷
（
市
文
化
財
）
で 

横
浜
の
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
が
主
催
す
る
日
本
の
伝
統
文

化
に
親
し
む
催
に
出
演
、
運
営
協

力
を
し
て
き
ま
し
た
。
色
と
り
ど

り
の
ゆ
か
た
を
着
て
、
箏
尺
八
の

演
奏
と
楽
器
体
験
を
し
ま
し
た
。

特
に
尺
八
へ
の
関
心
が
高
く
、
最

後
ま
で
放
さ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

参
加
者
も
い
ま
し
た
。 

★
十
月
十
三
日(

日)

（
定
期
演
奏
会
） 

第
六
回
竹
と
風
の
音
を
楽
し
む
会 

会
場 

グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル 

時
間 
午
後
１
時
開
場 

１
時
半
開
演 

★
十
月
二
十
七
日(

日) 

第
十
三
回
わ
く
わ
く
広
場
ま
つ
り 

場
所 

こ
こ
ろ
の
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー 

時
間 

午
前
十
一
時
こ
ろ 

★
十
月
二
十
七
日(
日) 

場
所 

西
部
公
民
館
地
域
敬
老
会 

 

0
0 

十
月
十
三
日
（日
）調
布
市
文
化
会
館
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル

小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
多
彩
な
協
力
者
を

得
て
幅
広
い
演
奏
で
す
。
ぜ
ひ
お
い
で
下
さ
い
。 

 

葉
。
ど
う
し
て
も
力
が
入
る
ー
。
本
当
に

先
生
は
力
が
抜
け
て
い
る
の
？
そ
し
て
あ

の
い
い
音
？
私
は
手
を
抜
く
の
は
得
意
！ 

抜
く
と
こ
が
違
っ
ち
ゃ
い
ま
せ
ん
か
！ 
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門傳良男 

調布市多摩川7-34-9 

の
言
葉
が
。 

道
山
先
生
は
、

体
の
力
を
抜
い

て
、
唇
の
力
を

抜
い
て
、
指
と

肩
の
力
を
抜
い

て
、
そ
し
て
お

臍
の
下
の
丹
田

を
意
識
し
て
お

な
か
で
吹
き
ま

す
。
と
の
お
言 

 

平
成
尺
八
塾
定
期
演
奏
会 

042-486-4472 
090-3312-9193 

Ｙ
Ｕ
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参加国はバラバラですが、日本文化への思いは一つ 

 

 

第
六
回
竹
と
風
の
音
を
楽
し
む
会 

 

 

 

最前列に陣取って受講する塾生 
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